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１．ガス安全高度化計画（2011年～2020年）
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安全高度化目標の達成に向けた実行計画（アクションプラン）
コミュニティーガス事業に係る主なアクションプラン

製造段階
〔特定製造所内での供給支障対策〕
〇作業ミスの低減に重点を置いた教育・訓練

供給段階

〔他工事事故対策〕
〇需要家敷地内における事故対策（他工事関係者への周知活動）
〇道路における事故対策（防護協定の締結促進や周知等）
〔ガス工作物の経年化対応〕
〇本支管対策（優先順位に応じた取替えの実施等）
〇灯外内管対策（優先順位に応じた取替えの実施、国の補助金の活用等）
〔自社工事事故対策〕
〇作業ミスの低減に重点を置いた教育・訓練

消費段階

〔機器・設備対策〕
〇安全型機器・設備の更なる普及拡大
〇家庭用非安全型機器の取替え促進
〔周知・啓発〕
〇家庭用需要家に対する安全意識の向上のための周知・啓発
〇業務用需要家に対する安全意識の向上のための周知・啓発

災害対策
〇本支管の耐震化率の向上
〇防災訓練の継続（対応要領の見直し、対応力の向上）



２．コミュニティーガス事業におけるガス事故の概要
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2011年～2020年までの10年のガス事故件数の推移
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※2011年、2016年のガス事故件数にはそれぞれ東日本大震災（製造14件、供給9件）、
平成28年熊本地震（供給8件）の事故件数を含む。

コミュニティーガス事業における10年間のガス事故件数は355件であり、2018年を
除くと製造段階及び消費段階においては概ね減少傾向がみられる。一方、供給段階
においては高止まりの傾向が続いている。



２．コミュニティーガス事業におけるガス事故の概要
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2011年～2020年までの10年のガス事故件数の傾向

消費, 87件, 25%

製造, 79件, 22%

供給（他工事以外）, 

89件, 25%
供給（他工事）, 

100件, 28%

供給, 189件, 53%

消費 製造 供給（他工事以外） 供給（他工事）

コミュニティーガス事業における10年間のガス事故は、製造段階が約20％、消費段
階が約25％であり、供給段階については総件数の約半数を占め、さらに供給段階の
内訳は他工事が約半数を占める。



２．コミュニティーガス事業におけるガス事故の概要
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ガス安全高度化計画の指標との比較

安全高度化指標
（2020年時点/年）

直近5年間の事故発生件
数（平均）（＊1）

過去10年間の事故発生
件数（平均）（＊2）

全体
死亡事故 1件未満 0件 0.2件

人身事故 20件未満 2.0件 3.1件

製造
部門

死亡事故 0.2件未満 0件 0件

人身事故 0.5件未満 0件 0件

供給
部門

死亡事故 0.2件未満 0件 0.2件

人身事故 5件未満 1.6件 2.3件

消費
部門

死亡事故 0.5件未満 0件 0件

人身事故

排ガスCO中毒事故
5件未満

排ガスCO中毒事故
0.2件

排ガスCO中毒事故
0.1件

排ガスCO中毒事故以外
10件未満

排ガスCO中毒事故以外
0.2件

排ガスCO中毒事故以外
0.7件

（＊１）コミュニティーガス事業における2016年～2020年までの5年間の事故件数の平均。
（＊２）コミュニティーガス事業における2011年～2020年までの10年間の事故件数の平均。



３．製造段階におけるガス事故と対応
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製造段階におけるガス事故の推移

製造段階におけるヒューマンエラーに関係する事故は、ガス切れ、ガス工作物の誤
操作及び感震遮断装置の誤作動があり、全体的には減少傾向がみられる。また、設
備不良・劣化については散見されるため、事故内容を踏まえ、保安従事者への教育
を促してきた。
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※東日本大震災に係る事故14件を除く。



３．製造段階におけるガス事故と対応
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製造段階におけるガス事故の傾向

ヒューマン
エラー, 

37件, 57%
設備不良・劣化, 

14件, 21%

その他, 
14件, 22%

製造段階におけるガス事故の
要因別割合

ガス切
れ, 20
件, 54%ガス工作物

の誤操作, 
8件, 22%

感震遮断装置
誤作動, 

9件, 24%

ヒューマンエラーに係る
ガス事故の内訳

10年間の要因別割合は、ヒューマンエラーに関係するガス事故が半数以上を占めて
はいるものの、ガス安全高度化計画において掲げられたアクションプラン「作業ミ
スの低減に重点を置いた教育・訓練」を踏まえ、協会は保安講習会や保安運動等を
通じて周知啓発を図り、また、ガス事業者は保安の向上に努めた結果、ヒューマン
エラーに係るガス事故については減少傾向にある。

65件 37件



３．製造段階におけるガス事故と対応
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製造段階におけるヒューマンエラーによるガス事故への対応

ガス事業者がガス工作物の維持・運用するにあたり保安規程に規定する各種点検・
検査において、協会からは帳票類を例示し、保安講習会や協会図書を通じて周知・
啓発することで、保安の確保に努めるよう促した。



３．製造段階におけるガス事故と対応
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製造段階におけるヒューマンエラーによるガス事故への対応

協会が展開する保安運動を通じても、ヒューマンエラーとされるガス切れ、ガス工
作物の誤操作及び感震遮断装置の誤作動に関し、チラシ類を作成し、保安の確保を
促してきた。



３．製造段階におけるガス事故と対応
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製造段階における災害への対応

東日本大震災等大規模地震が発生した際、二次災害防止のため、特定製造所に震度6
強相当の地震を感知した際にガス供給を止める感震遮断装置の設置を促してきた
が、現在、その設置率は約95％となっている。未設置の理由には、他燃料や他事業
への転換を含め製造所の廃止等が挙げられる。
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４．供給段階におけるガス事故と対応
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供給段階におけるガス事故の推移

供給段階において、他工事事故は2013年を除けば半数以上を占め、また、ガス事業
者が行う工事によるガス事故（自社工事事故）についても毎年発生している。ガス
工作物の不備によるガス事故は、主にガス管の腐食や経年劣化等の自然劣化による
ものである。
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※東日本大震災に係る事故9件、
熊本地震に係る事故8件を除く。



４．供給段階におけるガス事故と対応
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供給段階におけるガス事故の傾向

他工事, 

102件, 59%
自社工

事, 

23件, 

14%

ガス工作物の不備, 

21件, 12%

その他, 

26件, 15%

供給段階におけるガス事故
の要因別割合

10年間の要因別割合は、他工事によるガス事故が約60％を占め圧倒的に多く、次い
で自社工事事故とガス工作物の不備によるガス事故が同程度となっている。また、
他工事によるガス事故は道路上で発生する場合が45％、需要家敷地内で発生する場
合が55％であった。
ガス安全高度化計画のアクションプランに掲げられる他工事事故対策、ガス工作物
の経年化対応並びに自社工事事故対策を踏まえ、ガス事業者に対し保安の確保を促
した。

172件

本支供給管

（道路上）, 

46件, 45%内管（敷地内）, 

56件, 55%

供給段階におけるガス事故
の要因別割合

102件



４．供給段階におけるガス事故と対応
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他工事事故対策

ガス事故の中でも多くを占める他工事については、協会が展開する保安運動や保安
講習会等を通じて周知啓発を実施してきた。需要家向けや他工事事業者向けの周知
チラシに加え、協議の際協議内容を双方で保管するための帳票の例示や経済産業省
作成チラシの活用等、他工事防止を促した。



４．供給段階におけるガス事故と対応
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他工事事故対策



４．供給段階におけるガス事故と対応
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ガス工作物の経年化対応（本支管）

埋設されたガス導管のうち鋼管（白ガス管等）は腐食しやすいため、腐食に強く、
また、地震等災害にも強いポリエチレン（PE）管等への交換をガス事業者へ促して
きた。ガス事業者は、保安規程に規定する優先順位を考慮した計画的な入れ替えを
実施し、その結果、PE管等の耐震性のある導管が敷設された割合（耐震化率）は、
本支管で約90％となった。
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腐食劣化対策管残存率

PE管率

（参考） PE管率 耐震化率（※）

2012年 65% 82%

2017年 74% 88%

（※）PE管に加え、継手部が機械的接合（抜け
出し防止機能あり）や溶接導管も含めた導管



４．供給段階におけるガス事故と対応
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ガス工作物の経年化対応（保安上重要な建物における灯外内管）

需要家敷地内に敷設される灯外内管にも鋼管（白ガス管等）が使用されており、本
支管同様PE管等への交換をガス事業者へ促してきた。その結果、対策が必要な灯外
内管の取替え等が進められた。
一方で、灯外内管は需要家資産でもあり、需要家の協力なくして交換は実施できな
いため、費用面等需要家個々に応じた改善折衝が必要であり、経済産業省作成の周
知文書等も活用するよう保安講習会等で周知啓発を実施した。
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４．供給段階におけるガス事故と対応
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自社工事事故対策

ガス事業者が実施する導管工事等においては、導管からのガスの噴出に伴う酸欠や
着火・爆発事故を防止するため、周知啓発用チラシの他、ガス事故事例紹介も含め
保安講習会や保安運動等を通じて事故防止を促した。



５．消費段階におけるガス事故と対応
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消費段階におけるガス事故の推移

消費段階におけるガス事故は、使用者が消費機器を適切に操作せずに事故に至って
しまったものが多くを占めるが、使用者起因の事故については緩やかではあるが減
少傾向がみられる。2018年は15件と多発したが、その他6件のうち5件は原因の特定
には至らなかったものであった。また、負傷事故の件数についても近年では減少し
てきている。
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５．消費段階におけるガス事故と対応
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要取替促進対象のガス機器への対応
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ガス湯沸器

ガスコンロ

CF式ふろがま

消費段階においては、ガス安全高度化計画のアクションプラン「安全型機器・設備
の更なる普及拡大」、「家庭用非安全型機器の取替え促進」のため、要取替促進対
象のガス機器の残存数を把握し、各事業者が実施する展示会等を含め各種業務を通
じて需要家に対し、安全型機器への普及、取替について促した。

※ここでいうガス湯沸器、CF式ふろがまは不完全燃焼防止装置、ガスコンロは立ち消え安全
装置のない非安全型の機器である。



５．消費段階におけるガス事故と対応
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需要家向け周知チラシの提供

消費段階における需要家への周知チラシ等を作成し、ガス事業者へ提供することに
より、需要家に対しガス機器の安全使用及び安全型機器への取替えを促した。


